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感
染
症
と
労
災
お
よ
び
公
務
災
害
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

今
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
と
さ
れ
る
医
療
・

看
護
・
介
護
・
保
育
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
・
運
輸
・
交
通
・
清
掃
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
多
く
の
労
働
者
が
働
い
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
様
々
な
職
場
に
お
い
て
集
団
感
染
が
発
生
し
て
お
り
、
多
く
の
労
働
者
の
安
全
と
健
康
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。 

 

日
本
の
労
働
法
に
お
い
て
、
事
業
者
に
は
労
働
災
害
等
を
防
止
す
る
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、
快
適
な
職
場
と
す
る
よ
う
努
め

る
義
務
が
あ
る
（
労
働
安
全
衛
生
法
第
三
条
）
。
さ
ら
に
労
働
者
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務
（
労
働
契
約
法
第
五
条
）
と
と
も

に
、
「
労
働
災
害
の
急
迫
し
た
危
険
が
あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
作
業
を
中
止
し
、
労
働
者
を
作
業
場
か
ら
退
避
さ
せ
る
等
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
（
労
働
安
全
衛
生
法
第
二
十
五
条
）
。 

 

一
方
、
国
の
労
災
保
険
制
度
は
、
業
務
ま
た
は
通
勤
に
よ
る
労
働
者
の
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
死
亡
等
に
対
し
、
迅
速
か
つ

公
正
な
保
護
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
も
、
業
務
や
通
勤
に
よ
り

感
染
・
発
症
し
た
労
働
者
の
迅
速
な
保
護
・
補
償
の
た
め
に
広
く
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
の
対
応
を
は
じ
め
と
し
て
、
多



 

２ 

 

く
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員
が
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
医
療
業
務
な
ど
に
従
事
し
て
き
た
が
、
国
家
公
務
員
災
害

補
償
制
度
お
よ
び
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
に
お
け
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
公
務
災
害
の
認
定
状
況

は
ま
っ
た
く
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
公
務
を
担
っ
て
い
る
公
務
員
す
べ

て
の
人
権
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て 

 
 

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」
や
、
労
使
団
体
に
発
出
し
た
「
職
場
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
予
防
、
健
康
管
理
の
強
化
に
つ
い
て
」
（
五
月
十
四
日
付
）
等
で
は
、
使
用

者
の
安
全
衛
生
上
の
法
的
義
務
に
つ
い
て
明
確
な
言
及
が
な
い
。
し
か
し
、
労
働
弁
護
団
の
電
話
相
談
に
は
、
看
護
師
か
ら

「
院
内
感
染
し
て
も
労
災
の
話
は
病
院
か
ら
何
も
な
い
」
、
「
感
染
症
病
棟
で
従
事
し
て
感
染
し
た
が
補
償
な
ど
の
説
明
が

全
く
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
多
く
の
事
業
所
に
お
い
て
労
働
者
保
護
の
理
念
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
現
状
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
情
報
提
供
の
機
会
を
と
ら
え
、
改
め
て
労
働
安
全
に
関
す
る
事
業
主
の
責
務
と
労
働

者
の
権
利
を
明
示
し
、
周
知
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 



 

３ 

 

二 

労
災
補
償
に
つ
い
て 

 

１ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
直
近
の
労
働
災
害
の
申
請
数
と
認
定
数
は
、
五
月
二
十
二
日
に
公
表
さ
れ
た
請

求
件
数
四
十
四
件
（
う
ち
医
療
従
事
者
三
十
二
件
）
、
認
定
件
数
四
件
（
う
ち
医
療
従
事
者
二
件
）
で
あ
る
。
厚
労
省
は

四
月
二
十
八
日
通
知
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
労
災
補
償
に
お
け
る
取
扱
い
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
医
療
従

事
者
等
に
つ
い
て
「
患
者
の
診
療
若
し
く
は
看
護
の
業
務
又
は
介
護
の
業
務
等
に
従
事
す
る
医
師
、
看
護
師
、
介
護
従
事

者
等
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
に
は
、
業
務
外
で
感
染
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
原

則
と
し
て
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
認
定
が
三
十
二
件
中
二
件
の
み
と
は
あ
ま
り
に
も
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
を
問
う
。 

 

２ 

「
日
経
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
五
月
十
八
日
付
記
事
に
よ
れ
ば
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
従
事
者
等
の
感
染
状

況
に
つ
い
て
、
「
五
月
十
六
日
時
点
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

十
九
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
、
障
害

福
祉
施
設
な
ど
の
従
事
者
の
累
計
は
千
三
百
人
を
超
え
て
い
る
。
内
訳
は
判
明
分
で
医
師
百
五
十
人
以
上
、
看
護
師
四
百

九
十
人
以
上
。
介
護
職
員
等
や
職
員
の
内
訳
が
未
判
明
な
分
も
合
わ
せ
る
と
従
事
者
の
感
染
は
計
千
三
百
三
十
人
以
上
に

上
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
同
社
取
材
班
が
独
自
の
調
査
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
調
査
を
行
っ
て
い



 

４ 

 

る
か
。
行
っ
て
い
る
と
し
た
ら
ど
こ
で
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
行
っ
て
い
な
い
と
し
た
ら
な
ぜ
か
。 

 

３ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
の
下
に
設
置
さ
れ
た
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
の
調
査
で
集
団
感
染
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
医
療
施
設
は
五
月
十
日
現
在
八
十
六
施
設
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
か
ら
労
働
者
死
傷
病
報
告
が
提
出
さ
れ

て
い
る
の
は
何
件
か
。
ま
た
、
労
災
申
請
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
何
件
か
。 

 

４ 

集
団
感
染
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
い
て
、
労
働
者
死
傷
病
報
告
が
適
切
に
提
出
さ
れ
ず
、
施
設

側
か
ら
労
災
申
請
が
不
当
に
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
大
問
題
で
あ
る
。
ま
ず
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
速
や
か
な
提
出

を
求
め
、
労
働
安
全
衛
生
法
違
反
の
是
正
勧
告
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
労
災
申
請
を
喚
起
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。 

 

５ 

感
染
経
路
が
特
定
で
き
な
い
が
感
染
リ
ス
ク
が
相
対
的
に
高
い
と
考
え
ら
れ
る
労
働
環
境
下
で
働
い
て
い
る
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
業
務
起
因
性
を
個
々
に
判
断
す
る
と
し
て
い
る
（
四
月
二
十
八
日
付
基
補
発
〇
四
二
八
第
一
号
、
項
目
２

（
１
）
ウ
）
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
担
当
者
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
運
転
手
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
な
ど
が
想
定
さ
れ
る

が
、
潜
伏
期
の
業
務
や
生
活
状
況
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
意
見
等
を
求
め
な
が
ら
調
査
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
相

当
な
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
該
当
す
る
あ
ら
ゆ
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者
と
同
様
、
積
極
的
な
反
証
の



 

５ 

 

な
い
限
り
業
務
上
疾
病
と
認
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

６ 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
無
症
候
者
や
軽
症
者
が
八
割
と
さ
れ
、
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
乗
客
に
混
在
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
通
勤
途
上
の
感
染
に
つ
い
て
は
蓋
然
性
を
広
く
認
め
、
「
積
極
的
な
反
証
が
な
い
限
り
」
、
で
き
る
だ

け
幅
広
く
「
内
在
す
る
危
険
が
具
現
化
」
し
た
も
の
と
み
な
し
て
労
災
保
険
給
付
の
対
象
と
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 

 

７ 

こ
れ
ま
で
の
労
災
認
定
事
例
に
つ
い
て
、
被
災
労
働
者
の
業
務
内
容
、
労
災
と
認
定
し
た
根
拠
、
労
災
認
定
に
要
し
た

時
間
な
ど
の
認
定
概
要
を
公
開
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
労
災
を
具
体
的
に
類
型
化
し
て
例
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
積
極
的
な
労
災
請
求
を
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 

公
務
災
害
に
つ
い
て 

 
 

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
第
二
条
第
四
に
よ
れ
ば
、
「
人
事
院
は
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
権
限
及
び

責
務
を
有
す
る
」
と
し
て
、
「
次
条
の
実
施
機
関
が
行
う
補
償
の
実
施
に
つ
い
て
調
査
し
、
並
び
に
資
料
の
収
集
作
成
及
び

報
告
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

公
務
中
あ
る
い
は
通
勤
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
者
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
に



 

６ 

 

基
づ
き
、
三
十
四
の
実
施
機
関
（
本
府
省
等
二
十
六
機
関
、
行
政
執
行
法
人
等
八
機
関
）
に
お
い
て
、
補
償
事
務
主
任
者

に
よ
る
探
知
な
い
し
は
被
災
職
員
・
遺
族
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
実
施
機
関
へ
報
告
が
あ
っ
た
件
数
に
つ
い
て
政
府
が

承
知
す
る
と
こ
ろ
を
実
施
機
関
別
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

公
務
中
あ
る
い
は
通
勤
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
者
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
に

基
づ
き
、
三
十
四
の
実
施
機
関
に
お
い
て
、
①
「
公
務
上
」
と
認
定
し
た
件
数
、
②
「
公
務
外
」
と
認
定
し
た
件
数
、
③

公
務
上
外
の
調
査
中
の
件
数
に
つ
い
て
、
政
府
が
承
知
す
る
と
こ
ろ
を
実
施
機
関
別
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

公
務
中
あ
る
い
は
通
勤
中
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
者
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
に

基
づ
き
、
三
十
四
の
実
施
機
関
に
お
い
て
、
「
公
務
上
」
と
認
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
①
療
養
補
償
の
実
施
件
数
、

②
休
業
補
償
の
実
施
件
数
、
③
障
害
補
償
の
実
施
件
数
、
④
遺
族
補
償
の
実
施
件
数
に
つ
い
て
、
政
府
が
承
知
す
る
と
こ

ろ
を
実
施
機
関
別
に
示
さ
れ
た
い
。 

四 

地
方
公
務
員
の
公
務
災
害
に
つ
い
て 

 
 

災
害
補
償
基
金
に
お
け
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
公
務
災
害
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県

別
に
公
務
災
害
の
申
請
数
お
よ
び
認
定
数
を
、
政
府
と
し
て
も
把
握
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 



 

７ 

 

 
 

ま
た
、
認
定
事
例
に
つ
い
て
は
、
被
災
公
務
員
の
個
人
情
報
保
護
を
図
り
つ
つ
、
少
な
く
と
も
、
被
災
公
務
員
の
業
務
内

容
、
公
務
災
害
と
認
定
し
た
根
拠
、
公
務
災
害
認
定
に
要
し
た
時
間
な
ど
の
認
定
概
要
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


